
潰瘍性大腸炎(以下, UC)は原因不

明の慢性炎症性腸疾患であり, 遺伝的

要因, 食餌抗原・腸内細菌といった環

境要因, 腸管上皮の再生障害や免疫異

常が大きな病因と考えられている｡ 再

燃と寛解を繰り返しながら慢性に経過

する症例が多く, 長期のQOLの維持

が重要である｡ 治療は重症度や病変範

囲, それまでの治療歴やそのときの反

応性などを勘案して総合的に行う｡ 一

般的には軽症例には5-ASA(アミノサ

リチル酸)製剤など安全性の高い薬剤

が第一選択であり, 中等症以上ではス

テロイドが標準薬となる｡ これらで経

過良好な場合は大きな問題はないが,

ステロイドへの反応が不十分な症例や

ステロイドから離脱が困難な症例など

の難治例も少なくない｡ このような症

例の治療効果改善を目的として, 新し

い治療(白血球除去療法やタクロリム

スなどの新しい免疫調節薬), 新たな

機序による治療薬などの開発が盛んで

ある｡

このような薬物治療により短期の治

療効果はずいぶん改善した｡ 一方, 長

期の予後改善には, 新たな治療から如

何に長期の安全性の確立された寛解維

持療法に移行するのか, さらにはいつ

寛解維持療法を中止するのかなどの判

断が重要となる｡ その際の判断基準も

臨床症状の改善(臨床寛解や臨床的改

善)で良いのか, 内視鏡的な寛解や改

善の位置付けはどのようなに考えるべ

きなのか, さらには, 組織学的な改善

や寛解導入まで踏み込まないと予後改

善にはつながらないのか, 等の種々の

考え方がある｡ 従来はそれぞれの医師

の経験にたよっていることが多かった

が, UCの患者数が10万人を超えよう

とする現在, 標準化された治療法の確

立や薬物療法の切り替えが重要である｡

そのためには, 治療目標の設定や薬物

治療変更の目安となる指標が必要であ

る｡

本稿ではこのような指標の基準とな

る臨床指数について解説するとともに,

どのような目標を設定することが長期

予後改善につながるのかなどを解説す

る｡

日常診療においてUCへの治療効果

でもっとも重要かつ頻用される｡ 通常

UCの症状として重要なものは, 下痢・

血便・腹痛の程度などが基本情報とな

り, さらに重症例では貧血や発熱など

の全身症状の有無が重要である｡ また,

血液検査では, 血沈やCRPなどの炎症

反応やrapid turn over protein, Hb
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胃内視鏡検査の前処置剤について
日本製薬とコ・プロ契約を締結

－あすか製薬㈱－

同社は２月３日, 日本製薬㈱が昨年12月に製造販売承認

申請を行った胃蠕動運動抑制剤ミンクリア(NPO-11)につ

いて, 同社とコ・マーケティング契約を締結したと発表し

た｡

ミンクリアは, 胃内視鏡検査の前処置に用いる胃蠕動運

動抑制剤だ｡ 従来の胃蠕動運動抑制剤が注射剤であるのに

対して, ミンクリアは注射を必要とせず, 内視鏡の鉗子口

から直接, 胃内に投与できる｡

安全性も高く, 禁忌・慎重投与例が少ない｡ 回復期を必

要としないため, 検査後に自動車を運転することも可能だ｡

あすか製薬は, 消化器系を重点領域の１つに据えており,

日本製薬による承認取得後は, 同社とコ・マーケティング

を展開していく｡

｢NCCNガイドライン日本語版｣を公開

－(財)先端医療振興財団 臨床研究情報センター－

同センターでは, このほど世界的に広く利用されている

がん診療ガイドライン｢NCCNガイドライン｣の日本語版の

ウェブサイトを開設, 公開した｡

｢NCCN Clinical Practice Guidelines in OncologyTM｣は,

全米を代表とする21のがんセンターで結成されたガイドラ

イン策定組織NCCN(National Comprehensive Cancer

Network)が作成する, 世界的に広く利用されているガイ

ドラインで, 日本語版の翻訳に関しては, 日本の学会・研

究会が監修を行っている｡

本年１月には大腸癌研究会の協力の下, 大腸がん関連の

ガイドライン｢結腸がん｣｢直腸がん｣の２種を公開した｡ 近

日中に｢肛門がん｣｢大腸がんのスクリーニング｣を公開予定

で, 大腸がんに続き随時各がん腫のガイドラインを公開し

ていく方針｡ 日本で初の試みとして, 学会・研究会からの

コメントも可能な限り掲載していく｡

△

URL：http://www.tri-kobe.org/nccn/index. html
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